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4709東証1部
証券コード

2020年3月期 決算説明資料

代表取締役社長 舩越 真樹

当社ウェブサイトへの
アクセスができます。

株式会社 IDホールディングス

2020年５月
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愛ファクトリープライド

愛ファクト
リー

プライド

海外子会社
（4社）

IDアメリカ IDミャンマーID武漢 IDシンガポール

RPA

コンサル

その他
ITSM

コンサル

社名変更

その他

変更後
(2020.4.1)

新設

一部の
運用事業

フェスインフォーメーション・ディベロプメント

IDグループの組織再編について（2020年4月1日）

変更前
(2019.4.1)
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※取締役：６名（社外３名）

監査役：４名（社外３名）

社外ホットライン

経営監査室

取締役会

代表取締役

グループ経営会議

関係会社 社内ホットライン

指名報酬委員会

経営委員会

グループリスク管理委員会

プレゼンス向上委員会

コミュニケーション委員会

ハラスメント委員会

情報管理委員会

IDグループ

連携 支援

監督

連携

報告

指示

監査・監督

iD-SIRT

株主総会

監査役（会）

（株）インテグレックス 中村好伸法律事務所 （株）Eパートナー

会計監査人

グループ監査役会議

選任・解任 選任・解任選任・解任

連携

会計監査監査

コーポレート・ガバナンス体制

グループ内部統制会議
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Social
社会

Environment
環境

Governance

ガバナンス

私たちは、社会インフラを支える情報サービス企業の一員として、環境（Ｅ）・社会
（Ｓ）・ガバナンス（G）のさまざまな課題に継続的に取り組んでいます。

■電力使用量由来のCO2排出量の削減
■グリーン購入の推進
■環境ボランティア参加率向上とボランティアの推進

■国際規格ISO26000の導入および取り組みをHPで開示
■人権方針の策定および教育の実施
■CSRアンケートの実施と分析

ESGの取組み

■特例子会社「愛ファクトリー」にて障がい者の雇用を促進

■柔軟な働き方の実現、健康経営の推進
・「健康経営優良法人2020(大規模法人部門)～ホワイト500～」に認定

・日経スマートワーク経営調査にて星３つを獲得
・健康優良企業「金の認定」を取得
・有給休暇取得の推進(2020年度目標90.0%)

■フィランソロピー
・「日の丸セーラーズ」の協賛支援、ほか
・JMAS地雷除去活動のサポート

■社会インフラを支えるITサービスの提供
・重要な社会インフラ分野のシステム開発や運用

・サイバーセキュリティサービスの開発、導入

・先端技術の情報収集および研究開発
・ イノベーションを推進するコミュニティ

「VENTURE CAFÉ TOKYO」の協賛



C
h

a
n

g
e
 o

r 
D

ie
!

©2020 ID Holdings Corporation. All Rights Reserved. 5

決算説明

ニューノーマルへの対応

1

2



C
h

a
n

g
e
 o

r 
D

ie
!

©2020 ID Holdings Corporation. All Rights Reserved. 6

連結損益状況（前年同期比）

（単位：百万円） 実績 構成比 実績 構成比 増減額 増減率

売上高 26,515 - 26,377 - -138 -0.5%

　売上原価 20,917 78.9% 19,967 75.7% -950 -4.5%

売上総利益 5,597 21.1% 6,409 24.3% +811 +14.5%

　販管費 3,930 14.8% 4,336 16.4% +406 +10.3%

営業利益 1,667 6.3% 2,073 7.9% +405 +24.3%

営業利益(のれん償却前) 1,922 7.2% 2,327 8.8% +405 +21.1%

経常利益 1,724 6.5% 2,111 8.0% +387 +22.4%

親会社株主に帰属

する当期純利益
1,028 3.9% 1,297 4.9% +268 +26.1%

2019.3 2020.3 増減比



C
h

a
n

g
e
 o

r 
D

ie
!

©2020 ID Holdings Corporation. All Rights Reserved. 7

2020年3月期通期 決算のポイント

・営業利益は７期連続増益

・経常利益は４期連続増益

・親会社株主に帰属する

当期純利益は２期連続増益

システム運営管理 (119億74百万円、同2.4％減)

⊕ 公共および金融関連既存顧客の案件獲得

⊝ 一部の金融関連大型プロジェクトの終了

ソフトウェア開発 (89億41百万円、同4.4％減)

⊕ 公共関連大型案件の一部継続

⊕ 運輸および製造関連既存顧客の受注拡大

⊝ 前期公共関連大型プロジェクトの終了

システム基盤 (24億99百万円、同8.2％増)

⊕ 公共関連既存顧客の新規案件の獲得

⊕ 金融関連既存顧客の受注拡大

サイバーセキュリティ・コンサルティング・教育

(20億91百万円、同31.3％増)

⊕ サイバーセキュリティサービスの受注拡大、製品の販売増

⊕ コンサルティングの売上増

その他 (8億69百万円、同11.6％減)

⊕ 製品販売における大口の受注

⊝ 金融関連の一部事業の終了

売上高について 収益について
263億77百万円（前年同期比0.5％減）

20億73百万円（同24.3％増）

21億11百万円（同22.4％増）

12億97百万円（同26.1％増）

⊕ 積極的な営業活動の推進

⊕ 高付加価値分野への技術者のシフト

⊕ プロジェクト管理体制の強化

⊕ ソフトウェア開発での高採算な大型

案件の一部継続

過去最高を更新
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1,667
(営業利益率6.3%)

2,073
(営業利益率7.9%)

+811 -406 

2019.3 2020.3

売上総利益の増加 販管費の増加

・労務費の減少 +540

・外注費の減少 +533

・製造経費の減少 +91

・仕入の増加 -241

＜売上原価の主な増減要因＞

＜販管費の主な増減要因＞

 人件費の増加 - 265

 その他販管費の増加 - 140

 売上原価の減少 +950

 売上総利益の増加 +811  販管費の増加 -406

営業利益の増減要因

（単位：百万円）
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1,028 
(純利益率3.9%)

+387 +27 +59 -206

1,297
（純利益率4.9％）

2019.3 2020.3

 特別利益の増加 +27

＜特別利益の主な増減要因＞

投資有価証券売却益の増加 +29

 特別損失の減少 +59

＜特別損失の主な増減要因＞

前期に計上した事務所移転費用の反動減
+57

特別利益の増加 特別損失の減少 税金などの増加

（単位：百万円）

経常利益の増加

親会社株主に帰属する

当期純利益の増減要因
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-10.0% 

-5.0% 

0.0%

5.0%

10.0%

システム運用管理売上伸び率 ソフトウェア開発売上伸び率

平均0.4％

IDグループの強み（2020年3月31日現在）

1 システム運営管理が５割弱

32.1％

【参考】業界の売上伸び率の比較

※ フォーブス誌が発表する世界の公開会社ランキングリストです。

売上高

263億77百万円

73.5％

直接契約

戦略パートナー

26.5％その他

67.9％

Forbes Global 2000※

ランクイン企業との
取引高比率

顧客ニーズを直接把握し、的確な提案に繋げる

サービス別売上高構成比

ストックビジネスとして業績を下支え

直接契約が7割強大手グローバル企業との取引高が7割弱

リーマン・ショック

2 3

売上高

263億77百万円

IT投資に積極的な大手企業と安定的な取引

45.4％

■サイバーセキュリティ・コンサルティング・教育

■システム基盤■ソフトウェア開発

■その他

■システム運営管理

33.9％

平均2.0％
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1,079 

1,012 

1,329 

124 

2019.3 2020.3

26,377

IDグループの特徴①（サービス別売上高構成）

2018.3

注：2020年3月期よりシステム運営管理を「システム運営管理」「システム基盤」に、その他を「サイバーセキュリティ・コンサルティング・教育」
「その他」に細分化しています。

（参考資料）

その他サイバーセキュリティ・コンサルティング・教育

システム基盤ソフトウェア開発システム運営管理

26,51523,207

12,273 46.3%

9,355 35.3%

2,310 8.7%

1,592 6.0%

983 3.7% 869 3.3%

2,091 7.9%

2,499 9. 5%

8,941 33.9%

11,974 45.4%

13,590 58.6%

8,499 36.6%

1,118  4. 8%

システム
運営管理

ソフトウェア
開発

その他

単位：百万円-138
-0.5％

コンサルティング

RPA

DX

サイバーセキュリティ、クラウド、

RPA、AI、IoTなどの先端技術を活用し

た高付加価値業務、ならびにITSM手法

等を活用したコンサルティング業務

～ DX 関連ビジネス～

サイバーセキュリティ

クラウド・AI・IoT

連結売上高の約 13.4 ％

DX関連売上高：3,544 百万円

-114(-11.6%)

+498(+31.3%)

-298(-2.4%)

-413(-4.4%)

+189(+8.2%)
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11,337

(48.9%)

11,138

(42.0%)

10,461

(39.7%)

7,388

(31.8%) 9,351

(35.3%)

10,208

(38.7%)

4,481

(19.3%)

6,025

(22.7%)

5,707

(21.6%)

2018.3 2019.3 2020.3

その他

情報・通信・サービス

金融機関

単位：百万円
（ ）内：売上構成比率

-317
-5.3%

-676
-6.1%

+856
+9.2%

26,377

IDグループの特徴②（顧客別売上高構成）

-138
-0.5％

23,207

26,515

+1,543
+34.4%

-199
-1.8%

+1,963
+26.6%
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17,567

(75.7%)
20,300

(76.6%)

19,388

(73.5%)

5,639

(24.3%)

6,214

(23.4%)

6,988

(26.5%)

2018.3 2019.3 2020.3

戦略パートナー

直接契約

+2,732
+15.6%

+575
+10.2%

23,207

26,515

単位：百万円
（ ）内：売上構成比率

-912
-4.5%

+774
+12.5%

26,377

IDグループの特徴③（契約形態別売上高構成）
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連結財政状態

2019.3

（単位：百万円） 実績 実績 増減額

　流動資産 9,298 10,116 +817

　固定資産 5,301 5,133 -168

資産合計 14,600 15,249 +649

　流動負債 5,293 5,857 +563

　固定負債 964 661 -302

負債合計 6,258 6,519 +260

純資産合計 8,342 8,730 +388
配当金支払(-741)

親会社株主に帰属する当期純利益(1,297)

負債純資産合計 14,600 15,249 +649

未収入金の増加(+906)

のれん償却による減少(-254)

有利子負債の減少(-1,493)

未払消費税等の増加(+1,038)

未払法人税等の増加(+593)

繰延税金負債の増加(+157)

2020.3

主な増減要因

自己資本比率：57.0％ 流動比率：173％
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連結キャッシュ・フローの状況

2,620 

1,127 

有利子負債

単位：百万円

2019.3

2020.3

投資CF営業CF FCF 財務CF

1,004 

-336 

668 

-126 

3,231 

-114 

3,117 

-2,219 

・税金等調整前
当期純利益
(2,151)

・未払消費税等
の増加額

（1,039）

・売上債権の
減少額

（1,000）

・有形固定資産の
取得による支出
(-79)

・無形固定資産の
取得による支出
(-30)

・短期借入金
の純減少額
(-1,000)

・配当金の
支払い額
(-735)

・長期借入金の
返済による支出
(-499)

（営業CF＋投資CF）

2020年3月期の主な内訳
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決算説明

ニューノーマルへの対応

1

2
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新時代の到来

・新型コロナウイルスの流
行が、世界を想像以上に大
きく変える。
・人と人との距離感が物理
的にも内面的にも変わる
・哲学（フィロソフィ）と
科学（サイエンス）と愛情
（tender heart）がますま
す必要となる。

チャンス

・現代社会では大
企業も誰も経験し
ていない、未知へ
の体験。
・変革するには絶
好のchance。

チャレンジ

・ニューノーマル
（新たな常態）へ適応

・従来よりIDグループ
が志向していたステーク
ホルダー資本主義の始ま
り

新時代（ニューノーマル）の幕開け

ニューノーマル（新たな常態）への適応

（ステークホルダー資本主義）
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・マーケティング（営業も含む）変革

・テレワークを主体とした働き方にシフト

・社内業務のIT化（自動化も含め）

・人財の適所適材

生産性向上に向けた変革

・社員の育成（イノベーションの誘発を促す）

・報酬を含めた福利厚生の質の向上

社員処遇の変革 ESGを意識した
経営への変革

ニューノーマル適応に向けた3つの変革

今年度は「Next 50 Episode Ⅰ 覚醒 ! (Awakening !) 」にこれまでとは全く違う視点で深
くチャレンジする年にし、 する未来を創造する。

小粒ではあるが、まじめでいい会社であり続ける！！

・環境、社会、ガバナンスのさまざまな

課題に積極的に取り組む

2021年3月期の方向性
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基幹系シス
テムの保守

地球環境にやさ
しい社会の実現 ステークホルダー

との良好な関係
構築・維持

安心安全な社会
基盤づくり

障がい者雇用

先端技術の
研究開発

金融基盤の
安定化

透明性の高い統治体制
積極的な情報開示

グリーン
購入

人材育成
活躍推進

金融
機関

空の安全を
守る

航空

サイバー
攻撃防衛

各業界

労働力不足の解消

システム
の自動化

警察署

事故の早期解決

車載指令システムの開発

社会資源の効
率的な活用

各業界業務システ
ムの開発

飛行機設備点検シス
テムの開発・保守

公共

エネルギーの
安定供給

配電業務シス
テムの開発

柔軟な働き
方の推進

公共

災害に強い社
会の実現

災害対策サ
イトの構築

各業界

セキュリティ
サービスの提供

病院
生損保

長寿社会
への対応医療系システム

の運営管理

・お客さまの事業活動
を通じた取り組み

電力の削減
各業界

CO2の削減

自動車

地雷処理

組み込みシス
テムの開発

データセンターでの
システムの運営管理

IDグループにおけるESGの取り組み

する未来創りのため、情報サービスの提供を通じて社会課題の解決に取り組む

とともに、持続的な成長および社会価値の創造を目指す。
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2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

24,500 -7.1% 2,000 -3.5% 2,040 -3.4% 1,190 -8.3% 106.74円

❶ 新型コロナウイルス感染症は2020年８月ごろに一旦収束するものの、同年12月から2021年４

月ごろにかけて再流行する。

❷ 顧客企業の本格的なＩＴ投資再開は2021年３月期第２四半期以降となる。

❸ 社員の雇用を守る。

❹ 連結売上高の過半を占める「システム運営管理」および「サイバーセキュリティ・コンサルテ

ィング・教育」分野については、新型コロナウイルス感染症の影響は軽微である。

❺「ソフトウェア開発」および「システム基盤」分野については、現時点で見込まれる顧客企業

のＩＴ投資方針の変更や、進行中の案件の延期・中止等の可能性を考慮する。

❻ 経費削減にむけた経営の合理化・効率化施策を実施する。

（単位：百万円 ％表示は対前期増減率）

この業績予想は、以下の前提で算出したものです。

2021年3月期通期 連結業績予想
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本プレゼンテーション資料には、株式会社 IDホールディングスの業績予想、将来戦略、事業計画などの将来情

報や経済動向、他社との競争状況などの潜在的リスクや不確実な要素が含まれています。

これらの歴史的事実以外の情報に含まれる予測及び計画は、発表時点で入手可能な情報に基づき当社が判断して

います。

その為、実際の業績、事業展開または財務状況は、今後の経済動向、業界における競争、市場の需要、為替レー

ト、その他の経済・社会・政治情勢などの様々な原因により、記述されている将来予測及び計画とは大きく異な

る可能性があることをご承知おき下さい。

免責事項


